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キング(やけっぱちな行動)を回避する度合いを示す指標として、自己資本比率を採用している。 1999 年 3 月時点















注目すべきは、第 9 章の分析では、このような営業基盤の変数を 500m 四方の(市街地外では 1km 四方の)メッ
シュデータを用いて作成している点である。このような精密なデータを使用した貸出行動の分析は本論文が最初であ
る。
計量分析の結果では、こうした営業地盤が利益率に決定的な影響を及ぼしていることが明らかにされている。した
がって、地域金融機関については、店舗の配置が重要な意味を持っと結論される。
論文審査の結果の要旨
不良債権の発生原因、貸し渋り、営業基盤に関する実証分析はどれも手堅く行われており、これまでの学界の知識
に新たな知見を加えていると評価できる。とりわけ、営業基盤の分析において、メッシュデータを使用している点は
新しく、今後の研究にインパクトを与えるものである。.
もっとも、当論文にも問題がないわけではない。たとえば、貸し渋りの分析で金利を含まない定式化を貸出供給関
数と解釈しているが、貸出に関する誘導形と解釈する方が適切であるように恩われる。また、本論文には、現実感覚
に基づいて、従来の理論的定式化と異なる定式化を採用しているところがある。これは、本論文のすぐれた特徴では
あるが、やはり、それを正当化する合理的な説明が望まれるところである。
しかしながら、これは、本論文の問題点というより、これからの研究で明らかにすべき課題であり、本論文の価値
を少しも傷つけるものではない。よって、本論文は、博士(経済学)の学位に十分値するものであると判定する。
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